
 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピグマリオン効果 
校長 大迫 誠  

 
「よく頑張っているね！」「挑戦しているんだね、きっとできる

よ！」こういった声が新年度になって教室や運動場からよく聞こ
えてきます。 
教育者や親などの期待が子どもの成績や行動に影響を与える現

象のことを『ピグマリオン効果』と言います。この効果は、アメ
リカの心理学者ロバート・ローゼンタールによって提唱されまし
た。彼の研究によれば、教師が特定の児童・生徒に対して高い期
待をもつと、その児童・生徒の成績が実際に向上することが示さ
れています 1。 
具体例として、小学校のクラスでの実験がありました。あるク

ラスで、教師が無作為に選んだ児童に対して「この子たちは今後
成績が伸びる」と期待を込めて接するように指示されました。結
果として、その児童たちは他の児童に比べて成績が大幅に向上し
ました。これは、教師の期待が児童の自己評価や学習意欲にポジ
ティブな影響を与えたためです。 
また、家庭での具体例も挙げられます。例えば、親が子どもに

対して「あなたならできる」と励まし続けると、子どもはその期
待に応えようと努力し、結果として習い事や学校の成績が向上す
ることがあります。このように、親の期待が子どもの自己効力感
を高め、挑戦する意欲を引き出すのです。 
ピグマリオン効果は、教育現場だけでなく、スポーツや音楽な

どの習い事にも応用できます。例えば、コーチが選手に対して高
い期待を持ち続けると、選手はその期待に応えようと練習に励み、
結果として技術が向上することがあります。このように、期待が
パフォーマンスに与える影響は非常に大きいのです。 
しかし、ピグマリオン効果には注意点もあります。過度な期待

は逆効果を招くことがあります。例えば、期待がプレッシャーと
なり、子どもがストレスを感じてしまうことがあります。そのた
め、期待をかける際には、子どものペースや気持ちを尊重するこ
とが重要です。 
さらに、個々の性格や環境によって、期待が与える影響は異な

ることがあります。そのため、教育者や親は子どもの個性を理解
し、適切な期待をかけることが求められます。そういったことも
念頭におきながら、総じて、ピグマリオン効果は教育や子育てに
おいて非常に有用な概念ということを考えていくとよいでしょ
う。教師や親が子どもに対してポジティブな期待を持ち続けるこ
とで、子どもの成績や自己評価が向上し、よりよい成果を生み出
すことができます。 
 本年度も、桜峰小学校の子どもたちのことを支援していただき
ますよう、よろしくお願いいたします。 
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新しい総務委員会の子どもたちが中心となって進行をした「一

年生を迎える会」。2 名の新一年生にくす玉を準備してくれまし

た。島おにをしてみんなで楽しみました。これからもよろしくね。

仕方ない。そんな印象 の子どもたちでした。 

【職員の紹介】 

【４月１４日（月）一年生をむかえる会】 

 

 明治 31年 4月、藤野の同仁小学校と白浜の日新小学校を合併し
て設立された「桜峰小学校」が令和 8年 3月で閉校になります。 
 今年は閉校記念 Year（年）ということで 5月 18日（日）幼・
小合同運動会、11月 8日（土）地域の方との交流会と学習発表
会、11月 26日（水）地域の方と小学生が一緒に食べる給食会、
2月 14日（土）なわとび大会と閉校記念式典を企画しています。 
 運動会では、60代以上の方が参加するお楽しみ競技や、地域の
方が参加できる競技があります。子どもたちと一緒に、最後の年を
桜峰小学校で一緒に過ごしましょう。 

地域のみなさま！今年で桜峰小学校は 
閉校します。みんなで集まりましょう 

 

【４月７日（月）入学式】 

 

【４月１７日（木）防犯教室】 

 

市役所安心安全課から 2名、桜島駐在所から 2名と萩原さ

んをお招きして行いました。実際にランドセルを背負って不

審者から逃げ、特徴を伝える訓練もしました。 

本年度もみんなの安全

を守ってくださる頼もし

いスクールガードリー

ダーの萩原貞信（はぎはら

さだのぶ）さんです。 

【４月１６日（水）体力テスト】 

 


